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 近年、私達を取り巻く科学技
術、社会、世界の変化は大きく、
それに伴い新たに取り組むべ
き課題が現れた。脱炭素社会に
向けたGX（グリーントランス
フォーメーション）、AI等の情
報技術の急速な進展による DX
（デジタルトランスフォーメー

ション）、エネルギー・半導体などのサプライチェーンの
リスクに対応する「経済安全保障」、少子高齢化によっ
て必要性が高まる「若手研究人材の育成」等々である。 
 第 4 世代放射光施設に関しては、欧米ではアップグレ
ードが、アジアでは新建設が進み、我が国では
NanoTerasuが本年4月から稼働が始まる。SPring-8に
おいては、第4世代化（SPring-8-II）に向けた高度化開
発費が 2024 年度に認められた。いずれにおいても、
JASRIに対する期待は大きい。放射光科学の人材宝庫で
ある JASRI の強みを更に強化して、研究成果の最大化
に向けて、役職員が一体となって取り組んで行きたい。
以下に年頭挨拶で紹介したJASRI Vision 2030の要点
を記し、皆さんと共有したい。 
 
I. 安全で安心な研究環境と職場環境を創る。 
 研究・技術・事務の職員の総合力でその安全を確保
することが大前提。まずは、放射線、高圧ガス、電気
機器、化学薬品、交通安全等の物理的安全性。次には、
DX 化に伴い大切な情報や技術を守る情報的安全性
（情報セキュリティ）。更には、共通の目標に向け、お
互いに忌憚なく議論し、相互協力の精神で仕事に取り
組むための土台である心理的安全性[1]。相互信頼・相
互尊重の姿勢を持って、役職員間のコミュニケーショ
ンを活性化し、個人力とチーム力を発揮できる安全で
安心な研究環境と職場環境を創る。 

II. 施設者と密な情報共有と信頼関係を構築し、第4世
代放射光施設（SPring-8-II・NanoTerasu）を核とし
た放射光研究をバランスよくリードする機関となる。 
 来年度末に共用を開始する NanoTerasu の登録機
関に申請し、その審査が進行中。その採択を前提にし
て、必要な事柄を計画的に進め、研究・安全管理・事
務の組織化など仙台での運営体制の構築を最重要事
項の一つとして取り組み、NanoTerasuの登録機関と
しての業務運営の基盤を作る。研究開発力を磨きなが
ら、両研究施設の安定運用と持続的な高度化の両方に
確実に貢献し、加速器・ビームラインの研究開発と利
用系の研究開発をバランスよく一体となって進める。 
 
III. 多様化する利用者ニーズに的確に応える利用者支
援とそれに向けた仕組みつくり。 
 利用者ニーズが多様化・高度化するなかで、利用者
目線で的確に利用者ニーズを捉える利用者支援を、技
術相談から成果創出まで見届けるという視点を持っ
て、迅速・確実に行う。職員一人ひとりの主体的、自
律的、積極的な取り組み、チーム力を発揮した支援を
行う。更に、利用成果の価値の最大化につながる積極
的な提案を含めた利用支援の高度化・総合化を目指す。
第 4 世代放射光施設で可能になる新規研究テーマに
関して、継続的に積極的な提案を行う。施設・設備の
高度利用や利用者開拓のため、利用者コミュニティ
（SPRUC、利用推進協など）と一体となった活動を行
う。第4世代放射光施設の有する性能・能力に関して、
ターゲットを明確にして分かり易く伝え、かつ、潜在
的利用者の開拓にも繋がる戦略的広報を行う。 
 
[ 1 ] 「理事長室から 心理的安全性―安心・安全な
JASRIを目指して」 
https://user.spring8.or.jp/sp8info/?p=41052 


